
その他の道路貨物運送業における死傷災害発生事例（2017年）

年 月
発生

時
死傷災害発生事例

年

齢

起因物

（小）

事

故

の

型

労

働

者

規

模

2017 1
13～

14

トレーラー荷台からトレーラーヘッドを経由して地面に飛び降りた

際、安全帯がトレーラーヘッドの手すりに引っ掛かり、頭から転落

となり両手をついたが左手首を骨折してしまった。 なお、頭部につ

いても落下時にトレーラーにぶつかった形跡が見られる。

56 417 3

10

～

29

2017 1 8～9
高速道路にて、左足を雪で滑らせ、右手・右足で打って痛みが発生

し、その後、骨折をしていることが分かった。
52 719 2

30

～

49

2017 1
9～

10

修理用貨物自動車を搬送して、自動車工業の構内に入れるとき同僚

の運転する貨物自動車を誘導中、地面が凍結していたため滑り転倒

したとき右手首を骨折した。

48 419 2

30

～

49

2017 1 4～5

走行中ブレーキをかけた時に路面が濡れており、荷台が空だったた

め後輪が滑り、ハンドルが取られてしまい、反対車線側の壁に衝突

して止まった。

48 221 17 ―

2017 1
19～

20

現場で落輪車両の引き上げ作業中に、車両が上がってきた際にアク

セルが吹きあがり、大木と車の間に挟まれた。
27 231 6

1～

9

2017 1
11～

12

トラック駐車場所において、トラック荷台に水道ホースとほうきを

用いて清掃作業中、排水の為に後部ドアを開放しており、その後部

ドア付近で足を滑らせ約1.5m下に転落し、右手首を骨折した。

37 221 1

30

～

49

2017 2 13~14
積み込みのため作業中、強風にあおられ荷台から落下し、手首と肘

46 221 1
1～



を打撲する。 9

2017 2 11~12

車庫内において荷締めの手直しをしている時に、レバーブロック

（固縛機）をケーシング（丸い筒状のφ800の品物）の上に置き、そ

の下の品物を固定する作業をしている時、上に置いたレバーブロッ

ク（約10㎏）が滑って落ちてきたその時、手を引いたが間に合わず

手の先に落ちてきて鉄板敷の荷台との間に挟まれて右手中指と薬指

の先の部分を骨折した。

45 363 4
1～

9

2017 2 7~8

倉庫内で商品の出荷ピッキングの準備中にパレットを置いてハンド

ジャッキを使用しようとした際にハンドジャッキに躓いてバランス

を崩し転倒した。 体をかばう為に手をついた際に左手首を負傷し

た。

66 362 2 ―

2017 2 12~13

荷卸し中、荷台に入れた台車に荷物を積み上げ、その台車を引き出

す際、ホームと荷台に段差があるため台車に勢いがつき、台車を支

えながら下がったところ、後にあった空台車に左足踵付近を強打し

たものである。

55 362 3

50

～

99

2017 2 11~12

当社車庫で運搬作業を終え、車庫内でコンテナ洗浄作業の際、作業

を終えコンテナ内部から降りようとした際に、足がホースに絡まり

コンテナより落下し転倒した。 安全靴は履いていたが、右膝を強打

し負傷した。

63 611 1
1～

9

2017 2 23~24

出荷バースホームにて積み込み作業の際、確認事項があった為ト

ラックへ移動中、ホーム昇降用階段の三段目より足を踏み外しその

まま地面へ左足より転倒した。

48 413 1

300

～

499

2017 2 8~9

当社敷地内において積荷に防水シートを掛けていた時に荷台の後部

でシートを後方に引っ張ろうとしたところ、風にあおられてシート

を掴んだまま地上に飛び降りて左かかとを負傷した。

68 221 1

30

～

49

2017 3 21~22

配送で使用済みのダンボール等を処理するためごみ置き場に向か

い、ダンボール等をトラックから降ろすため、トラック（2t平車）

の荷台に乗って荷台のシートをめくったところ、バランスを崩し飛
64 221 1

10

～



び降りてしまい、下にあった縁石に足が当たり、負傷した。
29

2017 3 18~19

会社敷地内で2tトラックから10tトラックへ荷物を積み込みの作業を

したあと、10tトラックの荷台より降りる際にステップを踏み外し、

左足の膝から地面（アスファルト）に落下し（高さ約1m）、膝蓋骨

を骨折した。

36 221 1

10

～

29

2017 3 11~12

船台の入れ替え作業中、後ろにあったクルーザープルに気付かず

ローリフトを引いた為、クルーザープルとローリフトに足を挟み、

右足首を骨折した。

50 362 7

10

～

29

2017 3 9~10
会社の駐車場において、2トントラックにクレーンで荷物の積込作業

中、足を滑らせ落下し、左足を負傷した。
57 221 1

50

～

99

2017 3 10~11

引越作業の為、台車からトラックの荷台にダンボール箱（H50×Ｗ

50×D70、重さ30㎏）を積み込もうと持ち上げた際に、無理な体勢

で持ち上げてしまった為、腰を捻挫してしまった。

33 921 19

10

～

29

2017 3 9~10

リーチリフトで商品の乗ったパレットを倉庫内に荷降ろした後、次

のパレットを取りに倉庫内から出たとき、リフト操作を誤り、パ

ニックになり傾斜のため速度も出て止まれなくなり、リーチリフト

でトラックのアオリに衝突してしまった。

44 222 3

50

～

99

2017 3 5~6
交差点でトラックを運転中、前方で信号待ちをしていた大型トラッ

クに気付くのが遅れ追突した。
47 221 17

100

～

299

2017 3 14~15

鋼材（パイプ）を積込するために荷台の上に乗り、事前準備作業

（りん木を敷く作業）をしている最中に、自分が前に敷いたりん木

（100cm×100cm）を踏んでしまい、左足首を捻り負傷した。

47 522 19

30

～

49

2017 3 20~21

カウンターリフトのバッテリー乗り換え作業をする為、リーチリフ

トの爪を挟めていた最中、爪上部の固定ピンが外れず、無理に次の

工程へ進めたところ、ピンが落下した為、反射的に手を差し出した
48 222 7

300

～



際に小指を挟んだ。
499

2017 3 8~9
荷降ろし中、壁に立て掛けていた木製のパレットが倒れ、右足関節

部に当たった。
53 529 5

100

～

299

2017 3 12~13
納品先でトラックから昇降機を使ってカゴ台車を降しているとき、

ストッパーが不完全で台車が倒れてきて、腰部を負傷した。
51 221 6

30

～

49

2017 4
9～

10

廃棄物置き場で、塵芥車により一般廃棄物の回収作業を行ってい

た。 駐車車両が近くにあったため、約10m離れた場所に車両を止め

段ボール箱（45cm×30cm×20cm、重さ約5kg）を2ケース（約

10kg）ずつ、取っ手に手を差し込み車両まで運んでいた。 3回目に

車両近くまで来た時に何の障害物もなかったが左足がつまずき、段

ボールを抱えたまま後方の廃棄物投入口に左腕前腕を強打し、左腕

前腕の2か所を骨折した（手袋・安全靴着用）。

54 417 2

100

～

299

2017 4
10～

11

商品を荷降ろし中に自車両に積んでいた荷物（一斗缶）が滑り、左

足親指の近くの甲に落下した。
60 611 4 ―

2017 4
16～

17

リフトのパレットに積まれた紙袋を積み込み作業中、紙袋から少量

ずつ粉が流出し足元に蓄積していたため、紙袋を持ち上げた際に足

が滑りコンテナより転落し、左臀部腰部を強打した。 紙袋を（約

20kg）持ったまま足を滑らせ後方へ転落したため、両手を使って転

落をさける動作はできず、結果左仙骨を骨折した。

31 221 1
1～

9

2017 4
10～

11

アパートの前で引っ越し作業をしているときにトラックのゲートを

開いてバックの誘導をしていて、建物とゲートの間に左腕を挟ん

だ。

27 221 7

10

～

29

2017 5 7～8

住宅メーカーの部材を建売住宅地内に運び、荷降ろしの最中に、足

をかけたトラックに荷台のあおりからバランスを崩し、1.2m下に落

下し負傷した。

56 221 1
1～

9



2017 5
14～

15

回収品（段ボール、スチロール他）の積込作業中プラットホームに

放置された台車（カートラック）が不可抗力により落下しそうに

なったため、落ちるのを阻止しようと思い咄嗟に台車のアーム部分

を掴んだところアームが抜けてしまい、台車本体が左足立方骨を直

撃した。

44 362 4

100

～

299

2017 5
18～

19

自転車で書類の配送中、配達をして、次の届け先のビルに向かう時

に、歩行者を避けるためにガードレール側へハンドルを向けた際

に、ガードレースの支柱に左手薬指が接触した。

34 362 17

100

～

299

2017 5
11～

12

山道カーブを走行中、考え事をしていてカーブを曲がり切れず、山

間側面に激突してしまった。
49 231 17

1～

9

2017 5 7～8

ブロイラーの鶏舎内で捕鳥作業中、天井からロープで吊り下げてあ

る50㎝のファンが腰の高さにあり、カバーも無く危険なので電源を

抜いて作業した。 その後、電源を入れて前方に回り込む為にファン

の横を通ろうとしたところ、ズボンから出ていたTシャツを巻き込ま

れ左殿部が羽根に当たり負傷した。

38 391 7

30

～

49

2017 6
11～

12

砂を運搬していて走行中、左側の物を取ろうとした際、ハンドル操

作を誤り、反対側法面に転落し被災した。
51 221 17

100

～

299

2017 6
11～

12

荷物を下ろす際にパレットを動かした時に、バランスを崩し、左脇

腹に力が入り負傷した。
49 379 19

10

～

29

2017 6
15～

16

ミキサー車の後部に上り、シュートを清掃していた際、足を滑らせ

て後ろ向きで転落し、尻もちをついてしまい、怪我を負った。
56 221 1

10

～

29

2017 6
14～

15

就業場所から車庫へ向かい、車庫にて4tダンプから降りる際に足を

踏み外し、地面に着いた衝撃により怪我をした。
49 221 1

1～

9

15～
倉庫内で商品検品を行うため、ピッキングリストを見ながら商品棚 100



2017 6
16

に向かっていた際、目線が上部に偏り、下に置いていた商品ケース

に躓き転倒し、左手首を負傷したものである。

53 529 2 ～

299

2017 6
10～

11

海上コンテナを荷卸中、伸縮ベルトコンベアを伸ばすために「前に

出すよ」と声を掛けたが、声が届かず前進させたところ、後ろ向き

で作業していた被災者の左膝がコンベアと荷物に挟まり負傷した。

56 224 3

100

～

299

2017 6
15～

16

自車の車庫に車両を入れ、日報を作成した後、運転席より降りよう

として、二段目のステップに右足をのせ、左手で手摺りを握り、一

段目のステップに左足をのせ、次に右足を地面に下ろした時に体が

開きすぎて、ステップより少し後方にある溝に右足がかかり、バラ

ンスを崩して転倒した時に右足甲を骨折した。

36 221 2

10

～

29

2017 6
10～

11

受傷者は、生コン車を洗浄し終わりステップから地上に降りようと

して、高さ50㎝のバンパーに足を掛けた時、足を滑らせ体勢を崩し

た。 その際、右手はステップ下の握り手を掴んでおり、落ちないよ

うに右手一本で体重を支えようとしたため、右肩脱臼をした。

50 221 19

10

～

29

2017 6
16～

17

共有林の山で荷役作業中、首付近を虫に刺されたが、そのまま仕事

を続けた。 荷下ろし現場に着いて気分が悪くなり、意識を失い、荷

下ろし現場作業人が救急車を呼び、救急搬送された。

59 911 90
1～

9

2017 7 16~17

ガソリンスタンドで仕事を終え、ダンプを洗車し水のふき取り作業

をしている時に、手足を滑らせ、真下に落ちるように立ったまま着

地。 その際に左足に負担がかかり、大腿骨を骨折してしまった。 ダ

ンプ固定ハシゴに足をかけながらふいていたところ、1.5m弱墜落し

た。

49 371 1

30

～

49

2017 7 5~6

納品先駐車場で4tトラック庫内からカゴ台車を引いているときに、

パワーゲートの端まで引きすぎて落下し、バランスを崩してアス

ファルトの地面にジャンプして落ちて、右足を負傷した。 入社2日

目である。 所定労働時間まで仕事をした。

59 221 1

10

～

29

2017 7 11~12
食堂前廊下にて巡回中に、清掃員が施設内消毒のため、消毒液を散

布して濡れている床の上を歩き、足を滑らせ転倒する。
50 221 1

1～

9



2017 7 9~10

厨房にて昼食の仕込み中、玉ねぎを約1cm幅でカットしていたとこ

ろ、誤って押さえていた左手の小指の先を切ってしまった。 水道水

で洗い流しティッシュで止血していたが貧血のせいか体調が悪く

なった。

18 413 2

30

～

49

2017 7 12~13

自社駐車場にて別のトラックに積み変える荷物を自分のトラックの

荷台に登り整理、準備してトラックの荷台から降りようとした時、

左足爪先が荷物に引っ掛かり約1mの高さの荷台から落下。 右手、

右膝を地面に強打して右手、右膝を負傷。

58 611 1

10

～

29

2017 7 6~7

客先にて荷積みに行き、フレコンを荷台に積み込みしていた際、雨

が降っていたので、フレコンの上に登り、積み込んだフレコンに

シートをかけ終えて降りようとしたとき、フレコンの袋の溝の部分

に右足がはまってしまっていたため、バランスを崩して転倒した。

フレコンにはまっていた右足をひねって骨折したものである。

63 611 2

10

～

29

2017 7 13~14
事業所内にて重機のアタッチメントの取り替え作業中、ピンをハン

マーで打って抜く際に右手小指を打った。
36 364 3

1～

9

2017 7 0~1

郵便局構内で、荷物を運ぶために車両を停めてキャビンから降りる

とき、ステップに足を掛けた際に滑ってアシストグリップを右手で

つかんだら背中を反ってしまい右肩を脱臼した。

48 231 2

30

～

49

2017 7 14~15
荷物を搬入作業中に台車を押していたら壁側に立てかけていた樹脂

のパレットに接触して倒れて左足の甲に落ちた。
31 379 5

10

～

29

2017 7 14~15

折り込みチラシの配送し、店内に運び入れる作業をしていた。 その

際、折り込みチラシを両手で抱え店内に入ろうとしたところ、足元

のプラスチックの箱に気がつかず、足がその箱に引っ掛かりそうに

なった。 そのすぐ前に歩行器に乗っていた幼児がいたため、その子

にぶつかるのを避けるため咄嗟に身体を右方向に捻じったためバラ

ンスを崩し倒れた。 その際、首から左肩甲骨付近を強打し負傷した

48 417 2

30

～

49



もの。

2017 7 16~17

集荷作業中に、車両後部パワーゲート上から転落した。 荷物の重さ

により先端が下向きになり、荷物と共に右斜め向きに落下し、地面

に腰全体を打ち、怪我をした。

57 221 1

300

～

499

2017 7 10~11

この日は朝から勤務を開始し、輸出用タイヤのコンテナ詰め作業に

従事していた。 勤務開始2時間後に10分間の休憩をとった後、再び

持ち場に戻ってコンテナ詰めをしていたが、気分が悪くなり座り込

んだところ突然意識を失い、熱中症と診断された。

32 715 11

10

～

29

2017 7
12～

13

営業所においてベッドの搬送作業中、トラックの荷台からベッドを

降ろして設置する際に、2人でベッドの両端を持ち移動する時にタイ

ミングが合わず、後ろ向きに運んでいた被災者がベッドに押され転

倒し、体を打ちつけて負傷した。

69 611 2

50

～

99

2017 7 0～1

4tトラックからアイス8ケース（500g×8）を台車に載せ、後ろに

引っぱって荷物を降ろすためのゲートに載せようとしたところ、

ゲートを出し忘れていたため、台車ごと50㎝下のアスファルトに落

下した。

59 221 1

30

～

49

2017 7
11～

12

構内において、アルコール入りのポリ容器（18㎏）をトラックに積

み込む作業中に、急に腰に痛みを感じて負傷したものである。
48 611 19

10

～

29

2017 7
14～

15

エネルギー棟現場にて、50tラフタークレーンを使用して、3m敷鉄

板を開口部に搬入作業中、玉掛けをして、待機中にトイレに行くた

めクレーンにつかまりながら降り、戻ってきてクレーンに乗り込む

際、足をすべらせ地面に落下し、右足かかとを負傷した。

57 212 1

100

～

299

2017 7
13～

14

スクーターで書類を輸送し、道路の左側車線を走行中、交差点に差

し掛かるときに赤信号に変わったためブレーキをかけたところ、ス

リップダウンして転倒した。

35 231 17

100

～

299

9～
樹脂製ケースの運搬中、トラック後部の扉を開けたとき、扉の動力 100



2017 7
10

に押され、足元がもたつき転倒した。 その際、転倒した場所に昇降

階段があり、角で右胸部を強打した。

69 221 2 ～

299

2017 7
16～

17

商店構内にて玉掛作業時に、吊り具の片側をコイルの内径に掛け、

残りの片側を反対側に持って行こうとしたとき、吊り具の重さで戻

され、吊り具に左人差し指を挟まれた。

61 372 7

30

～

49

2017 7 7～8

鋼材を納入するため納入先に初めて行く際、上り坂で一担止まり、

地図を見て確認後スタートしようとしたところ、クラッチとアクセ

ルが上手に効かず、上下にノッキングしたため、頭が車の天井に当

たり、その反動で椅子に叩きつけられ、腰を強打した。

49 231 3
1～

9

2017 7
11～

12

新築現場で、壁用ボードを2階まで運び込んでいた際、まだ鉄製の足

場が組んであったため、それに躓き、2階部から1～2階の中段まで落

下し、そのときに胸と左手首を打った。

37 413 1

30

～

49

2017 7
19～

20

配達を終え、車に戻っていたところ、フェンスに引っかかり転倒し

た。 当初は擦り傷と打撲程度であると思っていたが、翌日に腕が上

がらなくなったため受診したところ、肘を2カ所骨折していた。

52 418 2

10

～

29

2017 7 5～6

配達を済ませて会社のトラック車庫に帰り、洗車をするために洗車

場に車を移動させ、運転席から車外に出たときに、およそ20㎝の角

材を踏み、左足の親指の爪を剥がした。

24 522 3

10

～

29

2017 7
9～

10

工場敷地内で荷台の後片付けをしているとき、角材（縦30㎝×横30

㎝×長さ60㎝、重さ約10㎏）を置いたあと、次の行動をとったとき

にバランスを崩し、高さ120㎝から地上へ落ち、荷台の端に左胸を強

打し、左肋骨1本にひびが入る災害が発生した。

40 221 1

30

～

49

2017 9
20～

21

被災者は納品先敷地内において、トラックの荷台よりゲートを使用

して荷降ろしをしていた時、指定駐車場所が傾斜になっていた為、

ゲート下降中にカゴ台車のストッパーが外れ台車が動いてしまい、

カゴ台車が横倒しになり左足指が挟まれ負傷した。

55 362 5

10

～

29

本社から大型トラック（13.7t）で運送するため高速道路を利用して



2017 9
23～

24

走行中、夜中に休憩するため、トラックから降りようとしたとこ

ろ、通常後ろ向きに降りるべきところを前向きに降りようとし、ま

たステップ（乗り降りするための段差）が湿気で濡れていたため、

右足を滑らせ体のバランスを崩し約1.5mの高さから転倒し、右手か

ら右肘をコンクリート上の地面に強打した上、腰部をぶつけて骨盤

を骨折したものである。

63 221 1

30

～

49

2017 9
11～

12

路上において、トラックのシートを掛け直そうとトラックの側面に

ある足掛けに足を掛けて作業をしている時、足が滑り背部より落

下、その際、左手を強く着いたため左肩・腕を負傷したものであ

る。

53 221 1
1～

9

2017 9
14～

15

当社洗車場にて、ホッパー部洗浄のため、ステップを上ろうとした

処、足を滑らせステップの2段目（約1ｍ）より転倒し、腰を負傷し

た。

59 221 2
1～

9

2017 9
10～

11

プラットホームのある配達先で荷卸作業中、荷台の荷物をホーム上

の台車に移し変える作業をしていた、その時ホームと荷台の隙間で

躓き転倒しそうになった為、とっさに左手でボディー右側後部を左

手で支えた際に左肩を負傷したもの。 車をホームに対し斜めに接岸

した為、通常より隙間が大きくなっていた。

55 231 19

50

～

99

2017 9
12～

13

トラック搬入口で、豆腐の積み込み作業を終えて、搬入口のシャッ

ターを下げようとした時、かけていた右手の指がシャッターに挟ま

れて、右手薬指を骨折した。

44 419 7

100

～

299

2017 9
14～

15

受傷者は工場の駐車場において洗車中に生コン車のキャビンの後部

を洗う時、足を踏み外し補助シュートの角で左脇腹を打った、すぐ

に病院を受診、肋骨骨折の診断を受けた。

54 221 3

10

～

29

2017 9 0～1

養鶏場で、トラックにブロイラーを積み終えて、積むためにはずし

ていたピン（棒）を再度固定しようとして、手でピンを握っていた

状態だったのですが、不意に手をゆるめた為、ピンが落下して左足

指（中指）端にあたったものである。

33 221 4

10

～

29



2017 10
20～

21

事務所敷地内にて、トラックの荷台に積み込んだ品物を確認するた

め、品物が汚れないように靴を脱いで荷台に上がり、荷台から降り

る時に、足の小さい荷物の上に乗った際に、滑って地面に左足の踵

から落ちてしまった。 当日は、アイシングをしたところ痛みがひい

たため、業務を行った。 骨折と診断された。

46 221 1

10

～

29

2017 10 7～8

「ゲート車」に車載している網台車のスクラップ材を一旦仮置する

為にゲート部分に移動させ安全上一人作業は危険なため被災者に応

援を依頼しゲートを降ろし始めたところ、網台車がバランスを崩し

て落下し、被災者が下敷きになった。

33 221 4

10

～

29

2017 10 7～8

青果配送における荷下ろしの最中、トラックの庫内で荷の乗ったパ

レットを引き出していたところ、力加減を誤り荷重に押され、落下

した。 落下は足からであり、膝の余裕もなく、背中の筋肉に負担を

かけた状態と思われる。

62 221 1
1～

9

2017 10
16～

17

倉庫内での作業中に置いてある荷物につまずき転倒。 左膝を床に打

ち、骨折。
58 611 2

30

～

49

2017 10
22～

23

回収物をトラックに積んだ後トラック荷台より降りる際、足を滑ら

せ転落し左足から着地した時に左足捻った状態だったため、左足甲

を脱臼骨折した。

44 221 1

300

～

499

2017 11
9～

10

工場で、再生路留材のゴミ取り作業中に、磁選機に鉄筋が引っ掛

かったため除去しようとしたところ、稼働中の磁選機のヘッドプー

リー部に巻き込まれて被災した。 本来、磁選機のベルトコンベアー

を停止して除去しなければならなかったところ、稼働中に手を出し

てしまったことが原因である。

65 224 7

10

～

29

2017 11
18～

19

構内にて空コンテナの水洗いをしようと思い踏み台にのってコンテ

ナに乗り込もうとした際、足が滑り踏み台から落ちた為、体を支え

ようとし手をついた。

63 416 1

50

～

99



2017 11
15～

16

取引先で、ミカン箱程度の段ボールケース（7～8㎏）をパレットか

ら車両の荷台へ2ケースずつ中腰の状態で積み込んでいた。 作業半

ばからペースも早まり、9割程度作業が済んだところでケースを持ち

上げた瞬間に右腰にピリッとした痛みと違和感があったが、無理を

して最後まで作業を続けた。 痛みは続いていたが、翌日の病院予約

をして湿布で対処した。 翌朝、寝床から起き上がれず診察を断念

し、自宅で療養した。 その翌日、杖をついて病院に向かい受診し

た。

60 611 19

10

～

29

2017 11
9～

10

PSセンターでトラックをホームに付け、トラック荷台より空台車を

降ろそうとホームに上がる、ホームよりトラックゲートに移るが、

滑り1.2～1.3m下に落ちる。 下に雨を流すための側溝があり背中を

打った。

52 221 1

30

～

49

2017 11
22～

23

一般貨物運送業の大型トラック運転職として、青果（野菜）を貨物

として運転し、同敷地内で荷卸し作業中に、荷台（高さ約1.3m）か

らアオリを支えにして地面に降りようとした際に、アオリとともに

身体が外側に落ち、アスファルト地面に身体右側から落下し、右前

腕を強打骨折した。 （アオリのキャッチを外していたことを忘れて

いた。）

59 221 1

10

～

29

2017 12 8~9

新しい職場なので、舟の砂利採取の様子を見せるために小舟に乗っ

たところ、躓いたのかバランスを崩して転び、頭と腰をぶつけて転

んだ。

48 239 2

10

～

29

2017 12 12~13

物流センター倉庫内において、荷物（アルミ窓枠）を2階に荷揚げ

し、鉄骨階段を使用して降りる際、階段の7段目から6段目に降りた

ときに踏み板を踏み外し、階段を落下し、左足の脛骨を骨折した。

53 413 1

30

～

49

2017 12 11~12
トラックの荷台にて荷締め作業中、足を踏み外して地面に落下し、

その際に肘を骨折してしまった。
39 221 1

10

～

29



出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_06.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_06.html
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